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１．概要（Summary） 

液体の光電子分光研究では真空チャンバー内での

試料の液相状態を維持するため、液体ジェットビーム

が用いられる。従来は、加圧した液体試料を内径数十

ミクロン程度の溶融シリカキャピラリーノズルから

真空中に層流として射出させた液体ジェットビーム

が用いられてきたが、ノズル材料としてシリカを用い

た場合、噴出された溶液試料は帯電し、液体表面には

電位差が生じる（流動帯電電位）。光イオン化により放

出される電子の運動エネルギーを分析する光電子分

光を行う上で、この流動帯電電位は光電子運動エネル

ギーの正確な測定を妨げる。本研究では、金属製の液

体ジェットノズルを用いて、この流動帯電電位の抑制

を図り、より簡易的で高精度な液体の光電子分光技術

の確立を目的とした。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

分析走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

液体ジェットノズルを生成するのに用いる市販の

白金アパーチャー（穴径：20 m）を試料交換器（エ

アロック方式）内にセットし、電子顕微鏡による穴状

態の観察およびエネルギー分散型 X線分析（EDX）に

よる白金アパーチャーの元素分析を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1 に白金アパーチャーの穴付近の電子顕微鏡像

を示す。周囲にゴミのような付着物が見られたが、約 20 

m径の穴が確認できた。穴近傍は完全に滑らかでは

なく、開口加工時に生じたと思われるバリ（突起構造）

が観察された。 

また、白金アパーチャーの EDX による元素分析を行っ

た結果、仕様通り，大部分は白金から成ることが確認でき

た（Fig. 2）。一方で，定量的な解析により、不純物として、

数％のイリジウムが入っていることが示唆された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 
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Fig. 1 Hole in Pt aperture. 

Fig. 2 EDX for Pt aperture. 


